


















(1) Bliimle, G., Theorie der Einkommensverteilung, 1975, S. 190. 
(2) Gii.fgen, G.’”Die Marktmacht sozialer Gruppen九 HamburgerJahrbuch fur 
Wirtschafts-und Gesellschaftspolitik, 12. Jg., 1967, SS. 45-69. Hofmeister, H., 

























(3) Cross, J. G., "A Theory of the Bargaining Process’： American Economic Review, 
Vol. 55, 1965, PP. 67-94. Coddington, A.，“A Theory of the Bargaining Process: 
Comment”， American Economic Review, Vol. 56, 1966, PP. 522-530. 
(4) Edgeworth, F. Y.，』tfathematical Psychics, 1881. 
(5) Bartmann, H., Zur Theor冗 derLohnbildung in makrookonomischen』tfodellen, 


























Uffr=Cw f:w e一f12xdx＝~（l-e一川）， μ2>0 (2) 
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U~ ＝ CG I ~a e--v2xdx＝~（l-eーν2ta)
eノU ν2
c(} e c(} Ua=U（｝ー U~ ＝（Qーゆala)e-vta十一一－ e-vta一一一一 (5) 
ν J) 
ここで， u（｝ は資本家の効用，んは資本家が要求する貨幣賃金率， νは割引
率， t~ は資本家の予想妥結期間， Q は一定値， c（｝ は交渉期間の延長期間当り














{lG(t)}{ （τ）＝ lG（τ）＋K~1 ・ t c 7)
で示される。予想譲歩率は事前的な譲歩率と事後的な譲歩率の差に依存するか
ら，




{lw(t) }f （τ）＝lw（τ）－Kw・t (9) 
Kw＝戸 1K~1. 1~三戸 1>0 (10) 
となる。このことから労働組合が予想する妥結期間は｛ん（t)}f（τ） = {lw(t)}f （け
から求められる。この妥結期間は，
lw（τ〉ー ら（τ〉 lw(7:)-lG（τ〉




{lw(t) }: （τ）＝lw（τ）－Kt2・t (12) 
dK品2 I dlw ¥ er;-＝α2( --t;--K;,2 ）， α2>0 (13.1) 
{/G(t) }f （τ）＝lG（τ）＋KG・t (14) 
KG=f32K;,,2. 1ミ/32>0 (15) 








の体系を導くことができるo 4個の変数 lw,la, K~l> Kゐを決定する完結し
たモデル（8.1)' (13. 1)' (17)' (18）が得られる。 μ， f31, Cw，ゆw，叫 ん，
Q，ゆG，αl，α2はすべてパラメーターであり，所与である。
Cw 





このクロス・モデルは微分方程式の体系 K:V2 と K~1 を導いて解くことがで
きるO かくのとん（τ〉の解は，
Cw lw（τ）＝一一（1+ f31) (A1ee1T+B1e<2T）一一一一 (19.1) 
件w
Ca＋νQ 




lw, la, r:が決まるO ここで妥結した貨幣賃金率を fとすれば， l=lw＝んで
なければならない。妥結時点 Fは， μ＝ν，α1=az, /31=/32を仮定したとき得
られるから，
「 Ca+vQ. Cw l ． 十一 ・








T 1 Cw 1 ート_LCG十νQ _L十主土立！＿＿（KG1(O)-Kw2(0)} • 





























































lim lw（τ〉＝一一一一， lzmlG（τ〉＝ (26) 
















したがって， ［G（τ〉関数は左上方へ移動する。 このことは， ν＞O，和＞Oであ
るから，
()[G（τ） 1 

















































(6) d打n ot長（ e e ¥ ポ＝Oから（4.1）が得られる。一μ耳切w-μ¢wlwi号－C勺z;-)
( te ()Zt品－ ()2t訟＼ dZTT匁一（州予言号 ＋µ<fiwlw~＋Cw双子）くO のときは，τずくO となる o
lw-lG . _ μ世w
あるいは， t長一一一一一一ーとおけは 一一一一一一一一くOのとき，（4.1)- k~1Cl ＋戸 1）’ K~1Cl ＋戸 1)
が得られる。 μ，ゆW> K~1(l 十戸1)>0 であるから，その条件は満たされ
る。
(7)喜子＝Oから（6.1) -/J~得られる o 一味（一九一ν（Q-<jJala常－E(r
1 ( t~ ()Zt~ - ()Zt~ l dZTTn 話J+ lv¢a話一ν（Q一世ala）死一C(}---azτjくOのとき， －－;if（－くO
(1) Siegel, S. and Fouraker, L. E., Bargaining and Group Decision Makinあ 1960,
PP. 53-69, PP. 82・－90.Siegel, S.，“Level of Aspiration and Decision Making”， 
Psychological Review, Vol. 64, 1957, PP. 253-262，に詳しい。
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一一一一一一一ε 一一一一M M 
αiB α2 
一一一 ーー一一一一一ー －eM M 
から得られる。すなわち，
=O 



































（ ・凡ふん .0 ¥ A ニー」＋ー ム一一一＋一一一）B＋竺どこB2=0
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e1 = _l_（ー αlー α2+il)2M 』 6 ＠ 















であるため，（19.2), (20. 2); (21.めから， lw, lG, tが決定される。
(9) tは， (19. 2) = (20. 2）において t=tとおき，単純化のために μ＝ν，
α1 ＝α2• /31 ＝んとすれば，次のようにして求めることができる。
A= μ （ α~Cl 十戸 1) X2(0）十土__f!_X1CO)f2a~ （l 十戸 1) l μ 2 2ai(l十戸1) J 
＝士｛X2(0)+Xi (0)} 
A3＝÷｛X, (0) +X2(0)} =A1 
r 1 I÷2 .0 = i 4aiai (1 吋，）2~f =-a~（l吋，）
l μ" J 
1 
B1=X1(0）一一一｛X2(0）十X,(O)} ＝一一一｛X1(O)-X2(0)} 2 
1 
B2=X2(0)-A2＝一一｛X2(0)-X1(0)} = -B, 2 
μ2-ai(l+/31)2 
M=lー す日，）2= μ" --
が得られる。したがって，
e一一 μα1｛μ一α1Cl十戸1)}- μαl 
















一一（＿L_，王土＆＼ん の I </>w ⑮ 一 …一一＼α1 ・ μ ／一（1十戸，）｛X1(0）十X2(0)}
が得られる。














ln ゆw i ゆGτ一一一く0,t>O (1十戸1){X1(0)+X2(0)} -
となる。
(10) (19. 2）に τ＝tとおいた（22）を代入して，




εi=- 1 I 1＋戸l’c2=- 1 1十戸l
一 一 一一一αI μ αI μ 
である。したがって，
l= Cw 十 CG十νQ ］ムD＋一一~｛X1(O)-X2(0)} 
2μゆw 2μ恥 2μ
「 CG十νQ . Cw I μ+a1Cl+.S1) 






凡 -1--a? 1 ＝－~よ土一一｛（αl 十α2)2-4角的（1-AB）｝十
2M 2M 
となる。 1-AB>Oと仮定するから， e1く0,e2くOを示している。ただ
し， ε1>e2である。また，
Aムι1＝一~土一一｛（αl ーα2)2+4αlα2AB｝す
2M 2M 
となる。この式は εI,2が実数であること，すなわち，（19.2）とく20.2)
が連続して推移することを示している。
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